
野田（雅〉・権平 5才まで言葉のでなかった言語遅滞の男児の一症例

5才まで言葉のでなかつた言語遅滞の

男児の一症例

（3年問にわたる個人治療及び母親のカウンセリングの経過報告）

研究第六部　野田雅子・権平俊子

　本例は、2才8カ月になってもなかなか言葉がでない

と㌧・う主訴で相談を依頼された男児を、　1年間ときおり

観察し、3才8ケ月より個人治療を行い始め、途中より母

親のカウソセリソグもあわせて行ったQ5才頃より言葉

がではじめて、すつかり治療を終了するまで3年閻経過

したが、これはその事例の報告であるQ定期的な個人観

察及び治療は、昭和37年6月22日より1週1回1時

間行い、40年3月22日まで103回行ったQ母親のカ

ウソセリソグは、個人治療8回目の9月7日から個人治

療と同じ時間に平行して95回行っていつた。但し、こ

のうち、母親が病気その他の理由で父親がつきそつてカ

ウソセラーと話し合ったことが7回あつた。

1 序

　昭和30年より言語障害をもつ子どもの心理療法を行

い始めて、何人かの子どもの治療を行ってきたが、日本

ではこの種の研究はその緒にっいたばかりで、治療者自

身もまだまだ学ぶことが多く、新しいケースにぶつかっ

ては、あれこれ文献をひっくりかえし、諸先生方の助け

をかりつつ、何とか子どもの障害をとりのぞこうと日々

努力しているところである。

　はなしことばとパーソナリテイとは非常に密接な関係

にあり、器質的な言語障害であれ、機能的な言語障害で

あれ、何らかの心理的問題をひきおこし、親子関係に悪

循環を生じさせ、子どもの正常な発達を阻害することが

あり、こういう言語障害の子どもには、心理療法が非常に

効果的であるという実証を得てきたのである。言語障害

の子どもの治療といつても、言語訓練的な面のみに重点

をおくのではなく、障害をもつた子どもの全人格を受け

いれ、子ども全体の正常な発達を助けてゆくことが何と

いつても大切である。また、母親が子どもの治療に参加す

ることが必要な場合もあることを見逃してはならない。

　本例は、「ことぱがなかなかでない」とい5主訴の子

どもであつたが、いわゆる知能遅滞による雷語遅滞では

なく、言語障害として非常に珍しいケースであり、果し

て、われわれの療法が本児に適切であるか疑問であつた

が、治療をすすめてゆくうちに、やはり効果的であるこ

とがわかり、また、母親のカウソセリソグも、本児の治

療には欠くことのできない大切な過程であつたことをわ

れわれは経験したのである。

正本児の生育歴
　（昭和36年6月2日、母親が本児を伴い、A病院の

帰えりに立ち寄った時に、母親より聴取）

ω　出生状態
　O父が31才、母が28才のときに第1子として出生

　O頭がっかえて、麻酔を使用、前日の午后6時より翌

朝の6時半までかかったQ胎中で胎便を排出。　O生下

時体重3，5009。　○人工栄養で、牛乳はよくのんだ。離

乳は5ケ月

〔21発育状態
　O首のすわり　4ケ月、　○おすわり　7ケ月、

○はいはい　9ケ月、　Oひとり歩き　1才4ケ月

（母親は、生後1年までは、発育は順調だったように思

うと雷う。）

③既　往　症
　01年3ケ月の時一3『～3goの発熱が2日つづぎ、

注射でさがった。それに統いて半月の間に、突発性発

疹、風疹にかかり、また肺炎にもなりかけた。

（4）こ　と　ば

　01才頃、ノミノミ、マソマとL・5こと砕まを両親ヵ～教えこ

んでゃつと云えるようになっていたoしかし、現在はこ

れもいえなくなつてしまっているoただ、アーアー、カ

タカタ、グドウグドウのような音はだしている。

一115一



日本総合愛育研究所紀要 第1集

⑤　その他問題と思われること

　1）食事でたぺられないものが多い一白ごはん、かた

いもの、繊維性のものがたべられない0

　2）排尿一まだおしえず、おむつがとれない。

　3）夜泣いてねつきがわるく、病院より安定剤をもら

つて服用している。

　4）家では玩具を沢山買い与えてあるのに、ほとんど

玩具あそびをしない。

　5）他人とのコミユニケーシヨンがないよ5に思え

る。人にさわられるのをきらう。

　6）運動神経一歩くとき、前かがみに走るようなかっ

こうになるので気になる。高いところ、ゆれるものをこ

わがる。

　7）音に対しては敏感であるように思5。

　（本児はみたところ、メL顔でポチヤポチヤし、全体に

非常に赤ちやんぽい感じであるが、顔つきは正常でむし

ろりこうそうにみえる。）

⑧　家　　　族

　O父（35才）大学卒、大学助教授、　○母（32才）

高校卒、卒業後、暫く銀行で働いていたことがあるo

　O父方の祖父（66）祖母（60）が同じ敷地内に、

はなれて生活、時折訪ね合う程度、　○住居は、山の上

の静かな環魔にあるとのことであるo

皿　観　祭　　経　過

　ふっう2才すぎてもことばがなかなか出てこないとい

う場合、われわれは、先づ①知能遅滞ではないか、　②

聴覚に欠陥があるのではないか、　③出生時の障害か、

2才までの間にひどい病気で、脳がおかされたか、麻痺

がおきたか、脳炎の後遺症のために言語野に影響を受け’

たのではないか、或いは④家庭環境が、子どもの言語発

達に好ましい刺戟を与えることができなかつたのではな

いか、または、⑤特別な、情緒的にシヨツクを与える出

来ごとがなかつたかということなどについてしらぺてゆ

くが、その他、小児精神病や、自閉症、小児失語症、聴

唖の子どももあり、診断は相当難かしい場合がある。本

例の男児の場合も、みたところ知能遅滞による’言語発達

の遅滞とは思われなかつたが、いろいろ疑わしい点が多

く、診断は困難をきわめたo

｛11第1回目の観察　昭和36年6月6日

　両親にともなわれて来所。始め両親と一緒に個人治

療室に父にだかれて入り、父親が本児をおいて母とでて

ゆこ5とすると、泣き顔になつて父にかじりつき戸口ま

で出てゆこうとする。そのうち色々な玩具にひかれて、

両親がでていつても気づかず、床に坐りこんで、人形あ

そびの小さい机や椅子をつぎつぎ箱から出して手にも

ち、ウーソ、ウーソ、カタカタ、グドウ、グドウのよう

な音をだす。名前を呼んでもふりむかない。玩具をいじ

りながら、時々一人でうれしそうにニヤニヤ笑う。玩具

の電話のベルの音にはふりむいたが、錨やたいこの音に

は無関心。治擬者がそばによつて話しかけても下をむい

て玩具をいじつていて反応しない。30分近く坐ったま

まで、玩具であそび、時間の終り近くに部屋の中を走り

始めたが、母親の報告のように前のめりになつて、かな

り敏捷に走りまわる。この前の母親の報告では、自閉症

的傾向もあるよ5に思われたが、このときの40分位の

観察では、確かなことはっかめず、ただ、聴力に問題が

あるのではないかとい5懸念が持たれ、父親も、ど5も

きこえていないように思えるときがあると心配していた

ので、先づ聴力検査を受けるように、工大病院の丁先生

を紹介し、その結果を持っこととした。

〔21それから後1ケ月後の7月 7日（夕方）

　祖父と母に伴われて、治療者の研究室に立ち寄うた・

1大病院に何回か通つて聴力検査を受けているが、聴力

は10デシベルで悪くなく、習葉のでないのは、環愛的

な問題ではないかと云われているということを報告。本

児は、このとき、祖父にだかれていたが、帰えりに治療

者が「Sちやんさようなら」というと、手をふり、かな

り大きい声で「バーバー」という。10月16日に丁先

生より、「当科で検査の結果、聴力はほとんど正常で、

聴性欝語障害とは思われませんので、現在神経科に依頼

して、心理テストと知能検査を待っております」という

報告があつた。

③　36年11月1日

　母親が連絡なしに本児（既に3＝1）をっれて来所

し、　「1大病院で耳は悪くなく、自閉症ではないかとい

われて、現在、精神科の方で、他の幼児二人と遊びなが

ら観察されている・最近人なれがしてきたようだが、治

療室では母が一緒に入つていないと不安がる。言葉は依

然としてでていないが、アーアー声は大きくだす。絵本

をみながら、母にものの名前を云えと、母の口に手を　’

やる。動作で最近こんにちわをするようになる」と報告。

動作で自分の意志を衷現する面では、かな6進歩が見え

ているよ5に思われる。帰えりにこの前は「バーパー」

といっていたのが、このときは手をふり「アーアー」
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というが、ちやんと治療者の顔をみているo

l4136年12月20日（夕方）

　母親だけがまた連絡なしに来所（本児は風邪をひいて

いるため連れて来なかつた）「最近パスにのつて、家の

近くの保育所へゆくようになった。しかし、母からはな

れず、母がちよつと廊下にでても泣く。友だちとは全然交

わらず、他の子どものすることをみたり、はなれて、真

似したりする。紙芝居は喜んでみている。お弁当は喜ん

でもってゆき、お弁当箱も本児は非常に気に入っている

が、 決して食べようとせず、みんなの食べるのをニヤニ

ヤしてみているだけ。最近余り大きい声を出さなくなっ

たが、要求はすべて母の手をひつぱって行うo母に絵本

をよませて、母がまちがえると『ちがう』という動作を

する」ということであった。治療者も本児に友だちが必・

要なことを前から話しており、本児は保育所へゆくこと

は非常にたのしみにしている様子なので、続けるように

指示した。

15）37年3月9日（夕方近く）

　得親がまた連絡なしに本児（3：6）をっれて来所。

この時、本児は治療者の研究室の入口で、母にとりすが

り、ちよっと不安げな様子をしたが、治療者が誘うと、

どんどん入室し、「アーアー」と大きな声を出しながら

窓に寄つてゆき、東京タワーの方を撞さした。全体にか

妙成長し憾じで、治療者及び同室の先生セ瑚当の親

しみをあらわした。治療者が坐つている机の上のお菓子

の窒鐘を指し、　「エーエー」といいながらうれしそう

にあけてみたり、治療者が玩具の汽車をうごかすと、す

ぐ自分もうごかしてみたり、両足でトソネルをつくると

大変喜んで、自分でも、足でトソネルをつくつて・その

間を汽車を通らせたりして遊んだ。母が本児が最近（ひ

らがな）と（数字）をおぼえたとい5ので、クレヨソで

画照紙に本児の名前、数字をかき、　「『う』はどれ？」

「『2』はどれ？」などときくと、治療者のそばによつ

七、その字を指し示す。保育所へずつと通う他・前から

の観察治療を大蔵山でつづけているが、保育所ではやは

り母からはなれず、友だちの仲間へ入れない。ただ、一

人だけ話のできない子どもにくつついてゆくようになつ

た。お弁当もすこしは食べるようになつたということで

あるo前に云っていたマソマ、バーバーも全然でてこなく

なつてしまつた。母親は、何とか早く言葉がでるように

なればよいと、ますます焦せるようになつた。当研究所

での個人治療を希望したが、治療者の時間が一杯であつ

たため、轡く待つてもらう事にした。そこで母親は、近

所の保育所にも満足していなかつたので、治療者とも連

絡のとれる当研究所の家庭指導グループ（精神薄弱児の

グループ）に入ることを希望し、治療者は必ずしも本児

に適当と思わなかったが、母親は4月よりこのグループ

に参加して本児を通わせることにした。本児は、工大病

院の指示で、精神安定剤の服薬をっづけていたが、治療

者は、治療をひき受けるにあたり、更に、脳波検査、知

能検査を受けるように指示した。

〔6）37年4月12日（本児3二7）

　A病院脳波室で、脳波検査を行ったが、脳波所見では

異常は認められず、担当の1先生も、本児の全体の様子

をみて、　自閉症でをまな㌔・と思うと云わ才したo

｛7）続いて4月23日

　当研究所で、乳幼児検査を行った。発達指数は59と

でたが、発達輪廊では、学習能力だけは年令並であるこ

とを示したo検査老の報告で｛ま、「Ul母力、らをまなオLないo

（2｝自分のしたこと、みっけて嬉しいことなど先づ母に『

アー』といつてしらせようとするO　l31興味のないものに

をま応じないという∫懲度ヵミみら尋した」とし・うことで浅〉るQ

　O1年間の時折の母親の報告や観察で、”本児は、①

耳は完全にぎこえている。　②知能はテスト結果では低

くでー⊂いるカミ、実際をよ、　もっとよいとい5亦力｛推察され

る。　③脳波所見では異常がみとめられない。　④こと

ばはでないがいくつかのおんがでており、理解力、学習能

力はよく、おぼえようという意欲があるQ　⑤意志表示が

できる◇　⑥始めに母親が他人とのコミ晶ユケーシヨン

がないように思うといつたが、コミユニケーシヨソはも

つとのびる可能性があると考えられる。　⑦意志的な摸

倣能力がある。　⑧自閉症的傾向らしきものがあるがv

自閉症とは考えられない”ということがわかった。予後

は大分よいと思われたので、治療の対集としては年令的

に少し早いと考えられたが、母親も焦っているし、言語

面からは、刺戟を早く与える方がよいと考え、治療者の

方の時間があいた6月末から、家庭指導グループに通5

かたわら治療を始めてゆくことにした。本児は家庭指導

グループは、自分の幼稚園と思い、喜んで通っていたが、

家庭指導グループの先生の報告では、本児は、友だちと

交わらず、いっも一人行動で相当ひどい状態であるとい

　うことであつたQ

IV　父　親　と　母　親

父親は非常に子煩脳らしく、一家でもまめによく子ども　　の世話をし・遊び相手にもなつてくれて・本児も父親の
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方が好・きであるo

　神経質なところがなく、ゆつたりした感じの父親であ

る。

　母親はきれいずきで、きちようめんで、表面いつもユ

コニコしているが、本当の自分の感情は正直に出さない

とい5感じの女性である。子どもにっいて語るときも、

いっも同じ調子に、まるで他人ごとのように笑いながら

話す。子どもを非常に赤ちやん扱いにして、語りかける

ときも幼児語をつかい、何でもやつてあげて過保護にし

ている反面、後にカウソセラーに語るように、始めの5

ちは、自分の気に入らぬ子どもであると非常に拒否的で

あつた。治療者の前では、いつも甘やかしている面が目

立っていた。

V　治　療　　経　過

　37年6月22日、本児が3才8ケ月の時より二階め

個人治療室で、午前中、毎週1回、1時間の治療を開

始。40年3月22日の終結まで103回の治療が行われ
たQ

1，

　第1回から5回目までは、母とはなれたがらず、しがみ

ついたりして・入室をしぶつたが、6回目からは、自分

からすすんで入るようになった。家ではほとんど貨具遊

びをしないということであつたが、治療室では、クレヨ

ソ、のりもの、レール、文字あそびなどに興味をもち、

4回目までは、手にとって、中や襲をみたり、ただ並べ

たり、ふったり、たたいたり、開けたり閉めたり、ロヘ

もっていくことが多かつたが、5回目から自動車をうご

かしたり・ものをのせたり、レールを並べたりして、遊

び方が非常に動的になつてきた。治療者とは既に何回か

逢っていたが・治療者に対しては、第1回目だけは、治

療者が話しかけても、余り応ぜず、時々自分から「アー

」とか「エー」といいながら何か示す程度で、また、治

療者が本児g身体にふれるといやがってふりはらったり

したが、既に2回目からは、治療者に対して非常に秋極

的な態度を示してきた。治療者のそばに寄つてきて、玩

具の自動車の字やナンバーを指で示して、「エーエーJと

いったり、治療者がその字を続むと嬉しそうな顔をし、

パトカーをうごかしてくれるよう要求したり、治療者が

「運転手さんどこにのるのかしら？」とい5と「アー」

といつて指で示して応じたりするようになった。また、

治療室の窓からテラスを通る人がみえると、あそびをや

めてじっと見たり、男の子が通つたとき、ニヤ昌ヤ笑う

て窓ガラスに寄つていって目で追ったりした。このよう

な様子をみると、自閉症的問題があるようには考えられ

なかつた。

　しかし・治療を始めてから特に気づいた大きな問題は、

本児が治療室で遊びにあきてくると、「ウーソ、ウーソ・

グドウ、グドウ・ガジヤ、ガジヤ」という奇妙な音をだす

ことがはげしくなり、それと同時に、必ず手に小さな玩

具（汽車のレール、プラステイツクの小さな電車、つみ

木、ピストル、木製のトソネル、揖人形、電池など）を

もつて、指先でこまかくふる動作を続けることであつ

た。多くの場合、右手であったが、時には左手に持ちか

えたり、両手で持っこともあった。両手で自分の顔の前

でふって、時々顔にあたり、びつくりしてその部分を手

でなでて、また同じことを繰り返えすこともたびたびで

あつた。この動作は椅子に坐ったままですることもあ

り、日によつて部屋中をたえず歩きまわつたり、前方へ

っんのめるようにとびはねたり、走ったりしながら続く

ことがあったo「ウーγ、グドウ、グドウ」という音は

動作に関係なく、急に高く大声で発したり、或いは小さく

低く発したりしたoただ、「グドウ、グドウ」という音

が早く発せられる時は、ふる動作の速度も早くなること

があつた。そして・時々ふつているものを、自分の口、

胸・腕にそっとあてたりすることもあつた。この動俸が

始まると、本児はまるで放心状態のようになり、自も何

となくうつろになり、視、熱も定まらないようであった。

この動作に夢中になつている時、治療者が「Sちやん！

」と名的を呼んでも始めのヲちは全然応じなかつたが、

回数を経るにつれて、’ 療者が玩具で興味をひこうとし

たり、「あっ、ひこ一きがとんできた！」などと話しかけ

たりすると、すぐに反応するときもあつた。この動作

は・靖めの5回位までは、治療時間の終り近くカ・ら始ま

つていたが・段々に、入室後5分位から15分位して始

まるときもあり、治療時間中ほとんどやつているとき、

全然やらないときと、87回目までは、殆ど毎回この行

動のいろいろの変化がみられた。母親は治療が始まるま

で、この行動について特に報告しなかったが、治療者が

たづねてみると、保育所ではやらないが家でもあきてく

るとこの行動がはげしく、家ではもっぱらハソガーをふ

つているということであつたQ言葉のでないことと、こ

の行動とは・何か関係があるめだろうか、これは何か痙蝦

的なもので・本児の意志にかかわらず自づと始まってし
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まう行動なのだろうか、それともやはり自閉症の子ども

のもつ習癖と同じものなのだろうか、この問題は、治療

者、カソセラー、その他本児の椙談にあづかった幾人か

の先生方の長い間の疑問になつたQもう一つはつきりし

たことは、前述の本児の歩き方が前のめリセこなるのは・

足に軽い麻痺があるためで、また、指先にも麻痺があっ

て、全然力が入らず、・ボタ、マをはめたり、ブ・ツクを指

し込んだりすることができないということであった。

　治療を始めて、1ケ月間、本児の時間が終ると、母親

が待ちかまえたよ5に治療室に入って来て、何かと本児

の問題にっいて20分位話し合つていたが、母親は、本児

はやはり自閉症ではないのかという不安が強く、治療者

も母親のカウソセリソグが必要なことを痛感し、依頼す

るカウソセラーにっいて考慮していたが、たまたま丁度

1ケ月後、母親は同じ家庭指導グループの母親から話を

きいて、是非、精神科医のS先生に一度診ていただいて

相談したいと申し出たので、7月27日、S先生に相談
していただくこr にした。S先生の意見では、本児は、

はっきり自閉症とは云えないが、たしかに母親に非常

に問題があるから、母親のカウソセリソグも必要だとい

うことを確認されたので、早速、権平（カウソセラー）

の時間のあくのを待つて、9月からカウソセリソグをす

ることになったo

2．

　以下、治療6回目よりの治療経過を続けて述べてゆ

くが、主として、本児の①全体的な成長面にみられた特

別の変化、②はなしことぱの発生状態、③「ウーソ、グ

ドグドウ」の奇妙な常同行動の消失の過程の三，藍にしぼ

つてゆきたいと思う。本児は、こちらから話すことば

は、すべてよく理解することがわかったので、殆療者

は、本児にも、ふつうのこどもに話しかけると同じよう

に話しかけ応答するよう町心がけたQ

　第6回目（3：10）には、一度も「ウーソグドウグ

ドウ」はやらず｛家具セツト、色テLブ、パトカー、汽

車で、始めから終りまで非常によく遊び、よく笑った。

治療者に何かやつてもらいたい時は、治療者の手をひつ

ばるよ5になつた。母親は、家でもこの頃、母親とお家

ごつこを面白がつてやるようになつたと報告08月中も

ずつと休まずに通つてきた。

　第8回目の9月7日より母親のカソセリソグも開始し

た。この回から12回目位までは、 のりものの玩呉で遊ぶ

ことが多かつたが、電話でも遊ぶようになったo受話機

をとりあげ、声は出さず、口だけはうごかして、治療者と

話すまねをした。　「ウーソ、グドウグドウ」は相当はげ

しく、出す音も、「エーエー」「アーアー」以外に「ア

ウー」「アイーj「アイエー」のような母音の組み合わ

せの繰り返えしが続いた。 12回目から、治療室へゆく

ときは、自分から治療者の手をとり、しつかりっかんで

ひつぱつてゆくようになり、玩具など、出し難くそうな

とき、治療者がたすけようとすると、　「エー」といっ

て、治療溜の手をはら㌧1のけたりするようになった。

　13回目セこをよ、母と刃Ijれるときセこ、また大き㌧・声で「ノミ

ーバー」とい5ようになり、この回以後大分変化が目立

つてきた。救急車やダソプカーなど大きいのりものを、

床の上で定らせたり、靴をぬいで、自分で乗ろうとした

り、各玩具にっいているマークや字を一つ一っ、治療者

にくり返えし云わせたり、ゲームのカードの説明をさせ

たり、指人形で、治療者が「こんにちわ」「うさちやん

あそびましよ5jとやると、自分もそれに応じて、一生

けん命、指人形を歩かせるまねをしたりした。また・ひこ

う機がとんでくると、窓のところへかけよつて、「アー

アー」と指さして治療者におしえ、すぐ近くの幼稚園か

らレコードがきこえてくると、じつと耳をすませてきき

λり、とまる度に窓ぎわへゆき、治療者に「エー」とか

「アー」といつて、とまつてしまつてつまらないという

意志表示をしたQしかし、この頃、靴をぬいでし窟い「

ウーソ、ガジヤガジヤ」をいいながら床を歩きまわった

り、とんだり、ねそべつたりすることが多かうた。それ

でも、15回目に昏ま、　「お時旧1よ」とし・うと、治療者をわ

ざわざ椅子にすわらせ、玩具の時計をもつてきて、もつ

と遊びたいという意志表示をした。

　16回目（11月9日）　（4＝3）には、漢字：をおぼ

え、汽車にかいてある「大阪」「東京」，電車の「山の

手線」などの字を「エーエー」とさして治療者に続ま

せ、治療者がきく字を自分で指さしたりした。本児はこ

れより益々字に興味をおぼえ、びつくりするほど早く、

多くの字をおぼえていつた。

　19回目（12月7日）からは、自分から先に部屋にか

けこむようになった。漢字に興味がでてからは、絵本を

何冊かだしてきて、自分で治療者の人さし指をっかみ、

知りたい字のところへもつていつて、治療者に云わせる

ことも始めたoこの回では、治療者が「百一匹わんちや

んゲーム」の盤の絵の話をすると「エヘエヘj声をだし

て笑い、最后にピノキオの話を読んで、とたのみ、治療

者の横にびったりと坐り、絵をみながら、じつとおとな

しくぎいていたoおじいさんとピノキオがくじらから出

てきたところ、ピノキオが、鳩から海へとびおりるとこ

ろでは、非常な興味を示し、「アーアー」といつて、足

をバタバタさせて大変うれしそうに手をたたいた。自分
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の意志、感情の表出が非常に顕著になつてきたoこうい

うところは、全くふつうの子どもとかわらなかった。

　21回目（12月21日、口召和37年の最終回）では、

しぱらく自動車で遊んだ後、猿の人形をふりまわして「

ウーソ、グジユグジユ」を始め、治療者のよびかけに応

答しないで、歩いたり、走つたり、坐つたりしたo途

中、机上の犬をみつけ、猿をおいて、犬のしつぽをもつ

てふり始めた。靴をぬいで歩きまわったり、机に腰かけ

たりして「ウーソ、グドウグドウ」をっづけ、治療者が

注意をひくっもりで、輪なげ遊びを始めると、寄つて

きて輪を二っとり、犬を床に捨てて、輪を二つ一緒に、

または片方、かわりばんにふりつづけた。この回より、

本児はすつかりこの輪なげの輪に固執してしまい・この

回ヵ鎌冬つたときも、この輸をセよなさず、一っだけにぎつ

て、階下の母の処へおりていつた。何度も母にいわれ

て、やつとしぶしぶ、治療者にかえした。

　22回目1（38年1月11日）（4：4）入室して、す

ぐレールの2本っながつたのを机上にもつてきて、治

療者の顔をみて、2本指をだしてみせた・この時より、

数に興味のあることを示し始め、いっも揖で数を示し

た。それから昨年の輪なげのことを忘れずに、戸棚の上

の輪なげの輪を、椅子をもつていつてそれにのつてと

り、すぐまたふり始めた。この時間中、ずっと何をする

のでも、輪をにぎつたままで、帰える時もまた、階下ま

でもつておりたQ

　23回目には、棚の上のものをとるときに、治療者に抱

いてくれというゼスチヤアをやり、治療者にだかれて欲

しいものをとつた。最后に絵本をみるときは、自分から

さつさと治療者の膝の上にのつてきた。前に母親も述べ

ていた他人にさわられるのをきらうという点は、全く消

えてしまつた。母親の報告では、最近「ウーソグドウグ

ドウ」をいうとき、足ぶみもするようになつたというこ

とであるが、治療室では、この足ぶみは暫くしてからみ

られるようになつた。しかし、余り長く続くことはなかつ

たoまたこの頃から特にのりものの絵本が面白くなり治

療者に何回も種類や、そのちがいを云わせたりした。気

に入ったピノキオのはなし、「トラツクとねずみ」のは

なしなどは何度も読ませた。殊にこの項、「機関車ピー

ターの脱線」のはなしが非常に気に入り、　「いたいよ

う、たすけて一1」というところは何度も読ませ、その

たびにおかしくてたまらないよ5にエヘエヘ声を出して

笑い、自分で額に手をあてて「いたい」というジエスチ

ヤーやエソエy泣くまねをし、母のところへもどってき

た時も、その動作をやつてみせた。5回ほどつづけて、

毎回くるたびにこの話の出ている本を自分でさがしだし

て治療者のところへもつてきて読ませたoこΦ項、 「ウ

ーソ、グド戸グドウ」をしているとき、間に、ときど

き、突然「エヘエヘ、イヒイヒ」声を出して笑うことがあ

り、こんなとぎ、治療者は、やはり、何か精神病の症候

があるのではないかと心配になった。少しづっ進歩がみ

えてきている反面、この奇妙な常同行動はなお依然とし

て続くので、カソセラーとも度々話し合い、このままの

治療をっづけてよいものだろうか、われわれの手許で、

このような子どもを取扱っていてもよいのだろうかと随

分悩んだのである。たまたま、また母親が、今度は0大

の小児精神科医のH先生に診ていただきたいと前年から

希望しており、丁度3月始めに診ていただくことに・なつ

たが、治療者はその前にH先生に逢い、本児は、自閉症

ではないと思うが、自閉症的な子どもについて、色々御

教示を願つた。その折、本児の奇妙な行動が非常に気に

なつていたので、そのような行動について話し合つてい

た時、　正1先生ヵミ「こ　うし・う子どものくせ砕ま、　治療者カミー

緒になつて真似をしていると、不思議とやまつてしま5

ことがあるんですよ」と語られた。治療者は、本児の

は、どうも自閉症の子どもの習癖ともちがうように思え

るし、そんなことは信じられぬことと思ったが、妙にこ

のことが頭にこびりっき、 本児のこの奇妙な行動もそん

なことでやまるだろうかと疑問に思いながらも、一方で

は、もし、やまるものならためしたいという気持を押え

ることヵミできなカ、つたo

　H先生に診ていただいた結果、本児は、自閉症である

と診断され、一年間つづけていた精神安定剤の服用はき

っぱりやめるように指示された0

　29回目（3月8’日）　（4；6）いっものように治療

者の手をひつぱつて、階段をあがり・部屋の番号を見上

げて「アー」とたしかめてから入室。すぐに戸棚にかけ

よつて、輪なげの輪をとり、ふり初めた。輪をふりなが

ら「機関車ビーター」の本をさがし出し、また何度も治・

療者に読ませて、　「エヘエヘ」楽しそうに笑った。それ

が終ると、椅子に坐ったまま「「ウーソグドウグドウ」

といいながら、はげしく輪をふり始め、なかなか他の遊

びを始めようとしない。そこで治療者も輪を手にもち、

本児の斜め向いに腰かけて一緒にふる真似を始め、また

「ウーソグドウグドウ」とい5音もまねてみた。本児は

しばらくの1司、何も気づかないかのように治療者には無

関心に、声をだしてふる事に夢中になつていたが、突然

しづまりかえつたとおもうと、非常に神妙な顔をし、涙

をホ・ホ・流し、身をよじり、まるで成人がこの世にこ

んな悲しみがあろうかと悶え泣くように、声をしのばせ

て泣き始めた。椅子から立ち上り、机と壁のせまい間に
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しやがみこんで、また悲しげに｛も滝え泣き・そし《戸ロ

ヘかけよつて誘屋を 出てゆこうとした。この予期しな㌧・

反応に、治療者も全くぴっくりし・本児のところへかけ

よつて、　「せんせいがまねしたので悲しくなったのね」

とやっと云えたくらいセあった。本児はしばらくシクシ

ク泣いていたが、間もなく、自分の手の甲で涙をぬぐ

い、もとの場所にも～って、靴をぬぎ、またしばらく、

「ウーソ、グドウグドウ」をっづけたが、この時は治療

者もやるにまかせ、机上のトラソプで遊んでいると、本

児が治療者のところまで寄つてきたので、「これは王子

さまよ」　「こつちが女王さま」と話しかけると、 本児も

トラソプを手にとり、笑いながら数を合わせたりして、

時間の終りまで遊んだ。この出来事は、治療者にも不可

解で、非常に不思議な現象に思えるが、「輪をふるまね

をした」ということは、本児に対して、一種の行動に依

るreflectionの作用をしたのであろうか。ずつと経過を

ふりかえってみると、この出来事を境として、本児が凡

ゆる面で、非常な進歩をし始めているのである。また、

この「ウーソ、グドウグドウ」をいいながらものをふる

という動作は、どうも痙撃的なものでなく、また本児の

無意識な行動でもなく、本児が統制しようと思えば統制

し得る行動であるとい5こともわかつたのであるQ

　この回以後、本児は面白いことに入室して輪なげの輪

を二っとると、ときおり治療者に一つ渡すようになり、

この出来事以後しばらくは、「ウーソ、グドウグドウ」

をやりかけて、じ一っと考えこんだり、やるまいと努力

しているようにみえることがあったQ

　31回目から「お時問よ」という乏　「アー」　（イヤー

の最後の音節らしくひびく音）と大声で帰ることを拒否

するようになつた。この「アー」とし・う力強い音の出をま

じめは、本児の雷葉のではじめのきざしとして、重要な

意味を持つように思われる。

　32回目（4＝7）から、治療者をテラスに閉め出し

たりして、おおいにからかうよ5になり、また、治療者

が本児に汽車をっなぐことを頼まれて「あ一ひもがいる

かな一」とか「はさみがいるわ」などと、ひとりごとの

ようにいつても、おおいそぎでそのものをもつてくるよ

うになった。またこのときから、何かきくと「エツ」と

いう返寧が出るようになったσ

　34回目ヵ、ら尋ま、　ドアカ～あくと、　自分力、ら閉めセこいっ

たり、隣の部屋で音がするとのぞきにいつたり、機関車

の電池を自分からすすんで出したり入れたり、意欲が盛

になつてきたo

　しかし、この頃、母親はまだ、・本児の言葉のことが心

配で、5月始めに田大の小児神経科を訪ねたり、K病院

の1先生を訪ねたりしている。丁大では聴唖ではないか

と云われ、・K病院では、運動性失語症で嫉ないかと云わ

れたが、いづれからも、そのうち書葉は出るでしようと

1云われたとし・うことである○

35回目（5月17日）（4：8）入室して部屋が暗
いので、治療者カミ「電気つけましようカ・」というと始め

てく　「ハー」と，息をはくような音で、無声音であるが、

はつきりした返瑛の音を発したQこれからずっとしばら

く返事には、この無声音の「ハー」がつかわれた。今回

は、融ゲームの虫の絵の櫛・てあるカード1こ蘇躯

し、一つづつ治療者に嵐の名前を云わせた。少し先へゆ

くと、一つ一つの虫が「よくとべるか」「さすといたい

か」 「すぐつかまえられるか」ということを「アー」と

か「エー」とかいいながら手まねで治療者にきくように

なった。本児がこのように・ ものの名前を何度も云わ煙

たり、本をくり返えしよませたことは・その時・本児に

はすぐ云えなくても、本児にとつて、たしかに非常に必

要なことであつた。治療者も、ふつうの子どもでも、自

分でいえるようになるまでは、言語を大脳皮質に蓄えて

ゆくことを考えて、本児にもくり返し云つてきかせてお

くことの重要なことを何時も念頭においていた。やが

て、本児がはなせるようになつたとき・すべて治療者に

云わせていたことを、本児は正確に記憶していて話すの

をきき、くり返えし聞かせておいて本当によかつたと思

うQ

　39回から41回までの3回は、本児は、治療室へ入りた

がらず、もっばら室外の探索に終始した。地階から屋上

まで、治療者と手をっなぎ、ゆきあたるもの一つ一っの

名前をたづね、書いてある字を読ませ、部屋の前にくる

と、何をする部屋かたづね、テラスでは、しやがみこん

で、駐車場に出たり入ったりする自動車をじっとあかず

眺めた。屋上、テラスではときおり手をふって「ウーソ

グドウグドウ」をいいながらとびはねることがあった0

　41回目では、外にまで出て、駐車場の自動車のまわ

りをまわり、字を読ませたり、ガラスの部分、金属の部

分の区別を説明させたりした。

　43回目（7月19日）　（4：10）の終り頃、文字

バズルのこまを机上でならべはじめ、治療藩に一字づっ

いわせた。治療者が「これはばんのぱよ」というと自分

で軽く「ぱっ」と音をだしてみるo「これは、はいしやさん

のはよ」　（本児が丁度はいしや通いをしていたので）と

いったときも、無声音で壱まあったヵミす’ぐセこ「をよ一」とだ

してみせた。他の音はまだだせなかつたが・治療者が云

つたあとで、自分で口だけはいつしよけんめい動かして

いる。帰えりに母が「病院でだれが待つていますか？」

一121一



日本総合愛育研究所紀要

とき’くと、やはり声はでないが「ぱぱ」と答えた。

　44回目位からは、遊び方も非常に構成的に’なつてき

た。例えば、人形をつかつて2人の子どもがけがをした

ので、救急車で病院に運ばれ、先生に診てもらつて、看

護婦さんに、ほうたいをしてもらって寝る。1人は早くな

おるが、もう1人はなかなかなおらないでまだねている

ところ。プラモデルの飛行機を日本の飛行場に並べて、

一機づつ海を越えてアメ リカの飛行場へとばせるとこ

ろ。その途中で低空飛行、旋回、急降下、憲がえりをし

たり、富士山の上空で故障するところなどをやつてみせ

た。こういう時、本児がやる動作に、治療者が説明を添

えてゆくと、本児は非常に面白がつて、随分こまかい動

作もやってみせたo　「低空飛行」とか「旋回」とか「急

降下」などといラ言葉を治療者がっからても、本児はよ

く知っていて、正しぐその動作をやり、やはり何度も治

療者が云うことを要求した。本児が飛行機をとばせてい

る時～よろけたので治療者が冗談に「あら、よっぱらい

運転ね」というと本児は笑い出し、本当に自分でよっぱ

らい運転のまねをしてみせた。後に本児は自分で「低空

飛行」とか「急降下」といいながら飛行機をとぱせて遊

ぶによ）になる。このような遊びに夢中で、本児は50

回目頃までは、余り「ウー．ソ、グドウグドウ」をやらなか

ったが・3回位っづけて、気にいらないことがあると、

机上の玩具を全部床にひきずり落したり、戸棚の玩具を

あらいざらいひつぱり出して、床中にまきちらしたこと

があつた。これは、本児の言葉がでだしたので、母親が

家で、夢中で教えこんでいるためではないかと思えるふ

しがあつた。

　50回目では、何かとってくれというとき「バーブ、

バーブ」というようになり、52回目（工0月に入り、

丁度満5才になる）に、プラモデルの飛行機をとばすと

き￥自分で「ウーソ」と声をだし、治療者が「いま富士

山の上をとんでいるところね」といったとき、やはり無

声音であったが、はじめて「フージ」という書葉を発し

たo　T度この日母親が前日書いた本児の言葉のリストを

持参したが、家では既に窃士山を「フ・ジ・アン」と云

えている。その他パパ（パパ）ジジ（おじいちやん）ア

一ババ（おばあちやん）オ・ジ・アソ（おじちやん）ホ

オ・ホ（ぼく）チツチ（いつちくんという友だち）プ・

テイ（ブデイソグ）オ・チ（おうち）パソ（パソタグラ

フ）脚ソ（斜准人をはねるの略）パン・パソ・（ピ

ストルの音・手まねと一緒に）パツパツ（おもちやの電

気がパツパツとっくところ）チイチイ（鳥のなき声）が

あるが、しかし、声がでるのはまだ「ババJだけで、そ

れもはじめに必ず「アー」と声をだしてからいうという

第1築

ことである○ζの頃から急にことばの面が著しく進歩し

始め、治療室でも遊びながらパソタグラフをさして無声

音ながら「パーパー」、トラソプのババアを「アババ

ー」　（これだけは有声）、自動車の前方を指してプープ

ー、東京タワーをみて「ターイ」　（たかい）など盛に発

するようになり、でんでん虫の歌も母と一緒にうたうよ

うになつた。10月未、言語治療専門家の0大の田先生

に治療室で治療者と遊んでいるところをそばで観察して

いただいたヵ零、本児をまいっもとカ、わらず、治療者と野球

ゲームをしたり、丁先生と絵本をみながら先生のからか

いに応じたり、自分もふざけたりして大変楽しそうであ

つたQ

　55回目（11月1日）治療者が先にへやに入つてい

たが、あとから部屋へ入つてくるときに、始めて大きな
　　　　　　　　　　　ごんおいら
有声音で「のだせんせ一」「権平せんせい一」といいな

がら治療者に近よつてきた。動物の絵本をみながら治療

者の質匿砕こも「をまっをま」　「ピヨソピヨソ」などと声をだ

して答えられるようになつた。また絵も指先に力が入ら

ず、母親はいっまでも描けないと心配していたが、この

回で始めて、まだ非常に幼稚ではあづたが、富士山とお

日さまの絵を描いたo言葉がこのように出はじめたが、

この回でも、まだ時々輪なげの輪をもつて「ウーソ、グ

ドウグドウ」を始め、放つておくといらまでも続けた

が、名前をよぶとやめて治療者のそばに寄つてきた。1

1月に入り、本児は家庭指導グループの方はやめて、ま

た、もとの近所の保育所へゆきはじめた。

　5了回目では気に入らないことは「ダメエー」と非常

をこをまっきり云うよう臨こなり、　次回58回目　（12月6

日）では、返事をいままで「ハー」と無声音でいつてい

たのが、はつきり有声音で「はい一」といえるようにな

つてきた。自動車の「じど一」　「とうきようタワー」　「

くれよん」　「かみ」「ひおこ一き」　「ジエツトき」のこ

とばも使うようになつた◇しかし、抑湯はふつ5でな

く、どの語も語尾に力が入り、高くあがつてしま5いい

方であつた。

　59回目では、治療者が「あぶないわ」とか「東京タ

ワーたか一い」というとすぐそのあとまねしていうよ5

になつた。数も、もう指はつかわず、「ひとつ」「ふた

つ」とか「バスがみっっ」というよ5になつたoこの頃

も、まだ入室すると輪なげの輪を二っとり、一っを治療

者にわたし、自分は遊びの間で、「ウーソ、グドウグド

ウ、アイー」をいいながらふることが続いた。12月末

（5：3）、再び、0大の丁先生と遊んで観察してい

ただいたが、学習意欲が非常にさかんで、先生の質問に

もよく応答し、色の名前も「あか」「きいろ」「あいい
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ろ」とどんどん云えるようになり、「ダメー」の他に「

ヤダー」「まだ」のことばも非常にはっきり発するよう

になったo帰える時間になると、　「もうおしまいに二なり

ました」と長い文句をいい、待合室へ来て手を洗おうと

して水が出なかつたとき、自分から「だんすい」といっ

て笑つたりしぬ。

　61回目（昭和38年最終回の日）には、入室する

と、すぐ治療者にまた輪なげの輪をとつてといい、輪

をわたすとすぐにいつもの行動を始めたが、治療者がか

まわず話しかけると手をとめて「はい一」とか「バソタあ

ります」「パソタありません」などと質問に答えること

ができた。この前まで「ダメー」といっていためが「ダ

エダ」　（ダメダ）になり、また字：も、漢字、平仮名、片

仮名をほとんど全部、みてすぐに、非常によくよみ、母

の所へもどつて、もう帰える時間であるのに、治療者や

カウソセラーの前で、本をひろげて、いっまでも読みた

がつたoまた、おむつも、この頃やつと全部とれるよう

になったのである。

　62回目（昭和39年1月10日）には、逢うとすぐ

「おめでとう」という、お休み中、大分家で教えられた

らしく数も10まで数えるようになり　「まる」　「しか

く」　「さんかく」　「ながしかく」の形も自由に云えるよ

うになつた。

　63回目から遊び方も更にぐんと活濃になり、プラモデ

ノレの軍艦と飛行機で「ノくソ、ノくソ、　シユーシユー」とい

いながら戦争ごっこをやつたり、バスとトラツクを競争

させ、勢いよく衝突させたり、治療者と部屋中ゴルフの

たまをおいかけて走りまわつたりして身体を大きく、よ

くうごかすようになった。また、前やったように、文字

あそびのこまの字を治療者に云わせて、声をだして「と

」「つ」「じ」「ほ」などと真似、絵本をよく治療者

に読ませていたのを、この回では自分で始めからじつと

目読し、時々治療者が内容にっいて質問すると、　「おみ

づ」「がいこくのトラツク」「にほんのバス」などとよ

く答えた。

　66回目（2月14日）（5：5）少し治療室で遊ん

だあとテラスヘ出て、そこから外へでて、とうと5近く

の公園まで治療者をひつぱっていつたoこの時、本児の

治療者に話しかけることぱで、いくつかわからない言葉

があつたが、公園では石段をおりるとき25まで声を出

してかぞえ、治療者が目につくものを「これは橋」　「こ

れは冊」と云つていくと、本児も「はし、はし」　「さ

く、さく」と歩きながら一生けん命くり返し、立札の字

は、自分で読んだり、治療者に読ませたりした。

　了0回目（3月13日）（5：6）・になる乏、「こんど

は……」　「……してみる」　「これよんで」　「これとっ

てjという語彙が増え、また、帰えるのをいやがり、な

カ・なカ・遊びをやめないで、治療者ヵミ「もうお時間よ」と

いう度に「まだ一」「だめだよ一」「ずっとあそんでい

るよ一」と大声でどなった。

　このあと本児は風邪で休んでしまい、4月からふうう

のM幼稚園へ通園するようになつて、馴れるまでという

ので、4月20日まで続けて休んだが、その間に結構友

だちもでき、マ2回（4月20日）では、　「これどうした

んだい」「へぴみたい」「おいといて」という言葉を使

うようをこなり、73回（4月24日）　（5＝7）カ・らをよ 「

これな一に？」　「ほたるはどうしてどうして（いつも2

回くりかえした）光るの？」「くつわむしいたい？」と

いうように非常に質問が盛になってきた。まだ抑揚は、

終りの方が急激に強くあがり、ひっぱる調子であつた

が、丁度ふっうの三才児の言語発達の段階に類似してい

るところがみられたoまた、自分で何か長く云おうとす

るときには「え一と、え一と」が入るようになつた（こ

れは1ケ月後セこは「え一とね」というようになる）

　75回（5月11日）頃からは益々語彙も増え、治療者

とよく対話もできるようになったし、ぱばぬきをしなが

ら「パパアいるぞ、いるぞ、せんせいのまけ一」といつ

たり、　「だめだね一」　「おかしいな一』「あいちやつた

」「こわれちやった」と遊びながら独語も云うようにな

つた。母の所へもどつてから母に「今日は何してきたの

？」ときかれ「本、一つよんだ一ぺんぎんおやこ」と報

告もできるようになつた。更に1ケ月後の78回（6月1

日）頃からは、野球ゲームをしながら「こんどわね、なが

しま」　「あ一フアウル」　「ヒツト」　「ホームラソ、2回

のおもて1点、2対21」とたのしそうによくしやべる

ようになり、語彙面では、殆どふつうの子どもと変らな

くなつてきたが、抑揚はまだおかしく、カ（ガ）行音、

サ（ザ）行音がほとんどタ（ダ）行音になってしまい、

ラ行音、ハ行音は、まだ完全ではない。また、輪なげの

輪をもってする「ウーソ、グドウグドウ」の行動は、ま’

だほとんど毎日少しづっではあったが、前述のように87

回（9月7日）までっづいた。自分で輪を二っとって一

っを治療者にわたしたり、治療者に「とって」　とたの

み、治療者が二つわたすと「一つでいい」とはつきりい

って、一つ返えしたり、自分で二っとつておいて床に投

げすててそのままっかわなかつたり、遊びに夢中で、今

日はやらないと思っていると突然思い出して輪をとりに

いったり、帰えりには大低もってゆきたがって「もつて

いく一」と大声で主張したりした。　しかし・この頃は・

この行動を始めたとき、治療者が遊びに誘5と、やめて
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遊びに入り、そのまま忘れてしまうことが多くなった0

88回目（9月21日）　（6；O）からは、この奇妙な行

動は治療室ではみられなくなり、94回目（11月30日

）に治療者とロケツトゲームをやっている最中、治療者

がこまを動かしている時、急に椅子から立ち上って机の

まわりを、まわりながら暫くやっただけで、このあと

は、治療終了の日まで、全くみられなくなった。母の話

では、本児は時計も読めるようになり、　（治療室でも「

いま何時何分？」を盛にくりかえした）家では、幼稚園

から帰えると玩具遊びをせず、　「ウーソグドゥグドゥ」

をはげしくやりだすのでその時、母親が本児に「ウーソ

するのは××時までですよ」とか「15分だけですよ」

とか制限すると、時計をみてそれを守るようになったと

いうことである。そこで母は、治療時間前にも、　「今日

は野田先生のところでやるんじやありませんよ」といい

きかせていたそうである。本児は、時間制限のことを理

解し、この行動をコソト・一ルすることを学習するよう

になって、治療室でもやらなくなったのであろうか。丁

度この頃から更におしやべりの量も非常にふえて、遊び

も豊富になってきたので、退屈することがなくなったた

めでもあろうか0

　84回（7月13日）のあと、しばらく夏休みに入り、

8月20日（5＝11）にWisc知能診断検査を行った

が、言語検査では1Q104動作検査ではI　Q84で、途

中あきてしまつたので、全検査I　Qは93＋αという結

果になった。まだ全体的にみて、赤ちやんぼい感じで、

指先のカも依然として弱かったが、遊び方も知的になっ

てきて、ゲームのルールもよく理解して守り、英語の数

え方、単語もいくつかおぼえてよくつかうようになつ

た0

　92回（11月9日）からサ行音のうちの〔∫i〕の音が

よくでるようになり、95回目（12月7日）では、絵

本をよんだり、紙芝居をすると、「はねあげるって何の

こと？」　「勝負ってどういうこと？」　「ふ5りんってど

んなもの？」と自分のわからないことばにっいてよく質

問するようになり、治療者が読みながら途中で「公しや

くつて知っている？」とか「徐行ってわかる？」ときく

と「はい一」とか「しってる」とか「わかりません」と

答えたりした。段々学令が近付き、後述するように、両

親は本児の就学について大分迷つたが、幸いW小学校へ

入学できそうで、母親は一生けん命テスト問題を教えこ

んだらしく、99回目（40年1月25日）　（6；4）で

は、本児は治療者とかるたとりをしていたが、始めのう

ち治療者に「っぎの札をよんでちようだい」と云つてい

たのが、途中から「次の問題を云ってちよ5だいよ」「

きのうのつづきの問題をやりましよ5よ」といつたりし

た。2月一杯は、本児はまた風邪で休んでしまったが、

3月一杯は元気で通ってきたoカ（ガ）行音がまだよく

でなかったが、大きい飛行機で戦争ごっこをしたり、治療

者と戦艦ゲームをしたり、積木をガラガラ全部たおして

更に足でけとばしたり、なかなかaggressiveな遊び方を

したが、その反面、毎回必ず治療者の膝にのって、おと

なしく絵本の話にききいり、質問もよくした。

　最終回の3月22日にセよ、治療者に逢うとすぐ「卒業

証書ほしいの」といい、帰えりにもまたニヤ晶ヤしなが

らカウソセラーと治療者の前で「卒業証雷がほしいの」と

云ったので、「卒業証齊に何と雷きましよう」ときいた

ら、幼稚園でもらつたのと同じっもりで、　（また、われ

われをからかったのであろう）「一年間、保育を修了し

たことを証す」と大へんはつきり大きい声で読みあげる

ように述べて、われわれを笑わせた。抑揚は少しよくな

ったが、まだふっうとは云えない。しかし、両親も一人前

近くなったことを非常に喜び、われわれも、この3年間

をふりかえり、誠に感慨無量であった。

W　ヵウンセリングの経過

　カウソセリソグ中の母親の特徴は話しの内容が深刻な

ときでも、終始にこやかな表情で話していた。これに関

しては後に母親自身が語つたところによると、小学校か

ら上流家庭の女子が学ぶ有名私立校に学んだ。その学校

では喜怒哀楽を表現をしないような教育を受け『たcその

ため、感情の衷現をしない習慣がっいた。

　本児に対しては、始め否定的な感情を衷現し、「20

円でもよいからこの子を売ってしまいたいと思った。2

0円という価格は、自分の家にくる暦屋がどんなもので

』も20円で買っていくから本児を一番低い価格でよいか

ら売つてしまいたいとい5気持だった」と話し1乳児期

より夜泣きがひどく、毎夜父親と交替で床にっく有様

で・心身ともに疲れ果ててしまつた。そのため、何時ま

でも自分達がっききりでいなければならないような気が

していた。特に父親は世話がゆきとどき、年令より遥か

に子ども扱いをする。それが39年の12月頃、母親

は、こどもを家におくと父親がど5しても赤ん坊扱いを

するし、自分はまだ相当本児を負担に感じているし、又

本児のためにもその方がよいと思い、適当な施設に入れ

たいと言い出し、精薄施設を探しまわった6母親はそう
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することが本児のために一番よい方法だと強調してい

た。その母親の気持を受け入れることに努め、現在の施

設では、本児を家庭で養育する以上のことを望むことは

むずかしいことを話し、特に本児のような醤語に問題が

ある子どもの場合はできるだけ、家庭で育てた方がよい

ように考えられると話した。家庭に於ける扱いなどに

注意さえすれぱ、本児にとってそれ程悪い環嶢では決し

てないように思われた。その点を説明し、もうしばらく

家庭で育てるよう、扱い方については、一緒に考えてゆ

こうと、勇気ずけた。そして住いの近くにある普通幼稚

園を偶然カウソセラーが知つていたので、本児の様子を

報告し、入園させてもらえるかどうかを打診したとこ

ろ、大体引き受けてもよい意向であった。母親に対し

て、普通幼稚園に入れてみたらどうかとすすめたとこ

ろ、こんな子どもでは幼稚園の方で引き受けてくれない

だろうと躊躇していたが、その後両親で再三園を訪れて

本児の入園を熱心に依旗した。その結果幼稚園に入園す

ることができ、同年令の子どもの中に入り、どうにか行

動を共にするこ とができるようになった。両親も大分本

児に対する自僧がでてきたようであるが、就学させる決

心は中々つかず、猶予することを希望していた。その反

面、本児の言葉が少しずっでてくると、あせって、教え

ようとした。1我々は、あせって、教えこまない方がよい

と注意したが、両親は理屈の上では解っているようで

も、かなり無理に教え始めているようであったo私共は

本児の39年7月頃の様子をみて、自分の興味のある事

柄にっいては、年令並以上にどんどん理解し、吸収して

いく点、言葉も大分多くなつてきたことを考えて、多少

貧語に問題が残っていても、就学を猶予することが却っ

て本児にとつてプラスにはならないように思われた。就

学の問題にっいては両親は否定的であった。しかし、本

児が幼稚園生活に馴れてくると、就学させても大丈夫か

という気持を持っようになり出し、両親で居住地の教育

課に相談にいった。また2、3の私立小学校にいき、意

見をきいてきたりして、私立のW小学校が一番本児に向

くように思われた。そして両親で授業参観にいつたり、

先生方と話しあつて、就学させる決心がっいた。そして

小学校に入学できたことが、両親にとって本児に対する

自信を大へん強く持てるようにした。

辺　予

　4月6日附で母親から手紙が来たとぎ、本児の手紙が

同封されており、母親が今まで指先に力がないため字が

書けないといっていたが、用紙一面に本児の蕾心して書

いた字は、相当立派であった。本児は学校へゆく日を待

ちこがれているということであった0

　6月2日、1年生になつて、学校の様子を報告がて

ら、両親と来所した。まだ幼なさが残つていたが、大分

しつかりしてきた感じで「こんにちわ」というとすぐに

治療者の手をにぎり、治療室に入る前、部屋の戸口にか

かっている札をみて、　「この字な一に？」　「使胴中つて

なんのこと？」ときいたりした。治療室では、まるで前

の続きのように、早速レールや、組み立てブ・ツクであ

そんだが、指先の力も大分でてきたようで、遊びながら

後

非常によくしやべった。サ（ザ）行音、ラ行音も大変よ

くでるようになった瓜力（ガ）行音はまだ完全ではな

いQ全体に抑揚は前よりよくなってきたようであつた。

学校は非常に喜んで行っているとのことで、字も非常に

上手にかけるようになり、両親も学校の指導法もよいと

大変満足気であった。「ウーソ、グドウグドウ」は家で

はまだやっているようであるが、学校では全然やってい

ないそうであるQ

　8月の夏休み中に母親に本児の様子を電話でたづねた

ところ、丁度元気に学校の合宿に参加して帰えつてきた

ところで、母はど5やら無恭にやってきた様ですと安心

した様子であった○

四考

　ω

　始め母親から本児にっいて報告を受けたときは、先づ

自閉症的傾向をもった子どもではないか ということが疑

われ、次に聴覚に欠陥があるのではないかと思われた

が、聴覚に障害がないことはすぐわかり、観察、治療を

行つているうちに、知能遅滞でないこともはつきりした

察

が、自閉症的傾向にっいては、各先生方に依つて意見も

異り、始めのうちは、そうであるように思、える時と、全

くそうでないように，慰える時があったが、治療がすすむ

にっれて、この問題に関しては、否定的になってきたo

理解力、しやべりたい意欲があるのにことばがなかなか

でないため、聴唖ではないか、運動性失語症ではないか
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とし・う意見もあった力二、実のところ、本当の診断をよセよつ

きりわからない。また、　「ウーソグドウグドウ」といい

ながら、小さいものを指先でふる奇妙な常同行動は、な

かなか消失せず、この行動の原因がさっぱりっかめなか

ったため、治療者は、本児の取り扱いに、非常に迷い困

ったことはたしかである。たまたま第29回の出来事

で、その常同行動が本児の統制できる行動であることが

わかつてからは、治療室でのとり扱ヤ・方も楽にはなつて

きたが、それでもζの行動に関しては、いまだに確かな

ことはわかつていない。ただ、第29回の出来事以来、

本児があらゆる面で、そして特に、言葉の面で、非常な

進歩を示してきたことは、前述のように、もしこれをre－

f正ectionの一種として考えることが許されるならば、非常

に興味深い問題である と思う。本児はみたところ非常に

赤ちやんぽく、固執性が強く自分の興味のないことには

なかなか反応しないところがあったが、前述のように、

非常に理解力もあり、知的面では相当の洞察能力をもつ

ていたと解釈してよいとおもう。

　〔21

　足と指先に麻痺がみられたことから、ことばがでるよ

うになつたのは、結局麻痺が回復してきたためだろうと

いうことも考えられるが、しかし、このような治療によ

り、刺戟が与えられなかつたならぱ、果して、その麻痺

が回復したかどうか疑問が残るo

　③
　また、両親、特に母親の本児に対する取り扱い方の変

化も重要であるQ本児が予想外に手のかかる子どもであ

り、母親にとつては自分の意に副わぬ期待に反した子ど

もであったため、非常に拒否的になったことは、少から

ず本児の成長に影響を与えていたことは否めないQその

ためまた母親もたえず不安であったが、本児の少しづつ

の進歩と、母親のカウソセリソグに依る本児の扱い方の

変化によって悪循環を好循環にするようにもってゆくこ

とができたのである。事実、母親は、本児が進歩を示して

きたとき、「最近、この児が可愛いいと思うようになつ

た」と語り、本児とのコミニ辛ケーシヨソもずっとよく

なっていったのであるoまた・両親は・本児を普つうの

幼稚園に通わせることや、小学校に1年猶予させずに就

学させることに自信がなかったが、われわれが本児の進

歩の状態をみて・その方が本児のよりよい成畏にプラス

になる事を述べて、極力すすめて支持したことも、結果

として、両親の自信を強めさせ安定へ潮いたと考えられ

るo

　本例の観察、治療は非常に長くかかったがわれわれ

壱ま、本例のような診断のっきにくいケースセ裏、是づドとも

長期にわたつて観察及び治療することの重要さも改めて

痛感したのである。
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